
〈会派略称説明〉市民連：市民連合議員団　　　　公　明：公明党議員団　　　　　清風会：清風会　　　　　共産党：日本共産党議員団
自新ク：自由新政クラブ　　　　阿音ク：阿寒音別クラブ　　　　市政ク：市政クラブ

　
㈱
釧
路
振
興
公
社
・
釧
路
市
土
地
開

発
公
社
の
経
営
健
全
化
に
対
す
る
市
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
、
本
会
議
及
び
委

員
会
で
論
議
が
あ
り
ま
し
た
。

　
本
会
議
で
は
、
振
興
公
社
に
関
し
、

市
が
﹁
第
３
セ
ク
タ
ー
等
改
革
推
進
債
﹂

を
利
用
し
て
、
公
社
の
保
有
す
る
全
て

の
土
地
を
一
般
会
計
で
買
い
戻
し
、
売

却
可
能
な
土
地
を
早
期
に
処
分
す
る
こ

と
に
よ
り
、
多
額
の
借
金
を
抱
え
経
営

が
悪
化
し
て
い
る
公
社
の
不
良
債
務
を

解
消
し
て
い
く
べ
き
で
な
い
か
と
の
質

問
が
あ
り
ま
し
た
。

　
市
長
は
、
振
興
公
社
に
対
し
、
地
方

債
を
活
用
す
る
方
法
は
非
常
に
有
効
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
が
、
今
後
は
、
民

間
の
有
識
者
と
市
職
員
で
構
成
さ
れ
る

経
営
検
討
委
員
会
で
の
意
見
や
、
国
の

指
針
な
ど
も
参
考
に
し
な
が
ら
、
今
年

度
中
に
改
革
プ
ラ
ン
を
策
定
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
た
め
、
そ
の
中
で
十
分

検
討
を
行
い
、
早
期
健
全
化
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
答
え
ま
し
た
。

　
委
員
会
審
査
で
は
、
両
公
社
の
経
営

状
況
な
ど
に
つ
い
て
、
市
民
に
対
し
十

分
な
説
明
を
す
べ
き
で
な
い
か
と
の
質

問
が
あ
り
ま
し
た
。

　
理
事
者
は
、
今
後
、
経
営
健
全
化
に

向
け
て
の
取
り
組
み
を
進
め
る
中
で
、

市
民
に
対
す
る
わ
か
り
や
す
い
形
で
の

説
明
な
ど
も
検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
答
え
ま
し
た
。

　
５
月
臨
時
会
で
は
、
湖
畔
小
学
校
の
第
１
期
建
築
主
体
工
事
の
契
約

締
結
や
職
員
の
期
末
・
勤
勉
手
当
の
支
給
率
を
改
正
す
る
条
例
な
ど
を

原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
６
月
定
例
会
で
は
、
地
域
活
性
化
・
経
済
危
機
対
策
臨
時
交
付
金
に

伴
う
補
正
予
算
な
ど
を
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
本
会
議
及
び
委
員
会
で
は
、
㈱
釧
路
振
興
公
社
・
釧
路
市
土
地
開
発

公
社
の
経
営
健
全
化
、
中
心
市
街
地
活
性
化
対
策
、
昭
和
中
央
土
地
区

画
整
理
組
合
の
賦
課
金
な
ど
に
つ
い
て
論
議
が
あ
り
ま
し
た
。
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議 会 日 程
５月臨時会

5/7
　提案説明／委員会審査・
　採決／委員長報告／
　本会議採決／延会
5/8
　各委員会構成改選・正副
　委員長選任等
5/25
　提案説明／委員会審査・
　採決／委員長報告／
　本会議採決／
　各組合議会議員互選
　
6/11
　議会運営委員会

６月定例会
（会期10日間）

6/17
　市政報告／提案説明
　質疑・一般質問
6/18、19
　質疑・一般質問
6/22〜24
　常任委員会審査
6/24
　石炭対策特別委員会
6/25
　委員会採決
6/26
　委員長報告／本会議採決「幣舞橋」伊藤　純佳さん（工業高校１年）

いとう すみか

「幣舞橋」伊藤　純佳さん（工業高校１年）
いとう すみか

振興公社事務所が移転した山花温泉リフレ

振
興
公
社
・
土
地
開
発
公
社
の
経
営
健
全
化
を 

・・・・・・
改
革
プ
ラ
ン
策
定
等
に
よ
り
取
り
組
む
・・・・・・ 
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※
電子町内会とは、町内会単位に作成されたホームページを利用して、その町内会に住む住民同士が情報提供・情報発信を行うコミュニティー活動のこと。
※
被災者支援システムとは、被災者の氏名・住所などの基本情報に加え、被災状況の管理や被災者証明書の発行、各種義援金の交付処理などを総合的に管理

　するシステム。

︿　
清
風
会
　
笠
井
龍
司


議
員
　﹀

　
　
中
心
市
街
地
活
性
化
に
関
し
、

こ
れ
ま
で
の
検
討
内
容
と
今
後
の

方
向
性
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

　
　
中
核
事
業
の
創
出
を
最
優
先

に
検
討
を
行
っ
て
お
り
、
今
後
、

中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
に

盛
り
込
む
た
め
の
可
能
性
を
関
係

者
と
協
議
し
て
い
き
た
い
。

︿
　
共
産
党
　
大
森
昌
子
　
議
員
　﹀

　
　
公
立
高
校
授
業
料
が
、
年
収

500
万
円
以
下
︵
４
人
家
族
︶
で
減

免
さ
れ
る
よ
う
、
国
に
緊
急
要
望

す
べ
き
で
な
い
か
。

　
　
現
行
の
高
校
授
業
料
免
除
の

収
入
基
準
は
、
市
内
の
４
人
家
族

で
400
万
円
程
度
で
あ
り
、
適
正
な

額
と
認
識
し
て
い
る
。

︿　
公
　
明
　
松
橋
尚
文
　
議
員
　﹀

　
　
町
内
会
加
入
率
向
上
と
世
代

間
交
流
を
推
進
す
る
た
め
、
新
た

な
取
り
組
み
と
し
て
、
﹁
電
子
町

内
会
﹂
を
検
討
す
べ
き
で
な
い
か
。

　
　
今
後
、
活
用
事
例
の
情
報
収

集
な
ど
に
努
め
、
町
内
会
加
入
促

進
検
討
の
た
め
の
研
究
素
材
と
し

て
取
り
上
げ
て
い
き
た
い
。

︿　
自
新
ク
　
戸
田
　
悟
　
議
員
　﹀

　
　
部
や
課
の
枠
を
超
え
た
総
合

的
な
検
査
体
制
の
構
築
で
、
技
術

検
査
室
の
役
割
を
担
保
す
る
仕
組

み
を
つ
く
る
べ
き
で
な
い
か
。

　
　
今
後
の
組
織
体
制
に
つ
い
て

は
、
検
査
の
公
平
性
の
確
保
を
念

頭
に
置
き
な
が
ら
、
今
年
度
中
に

一
定
の
方
向
性
を
出
し
た
い
。

︿　
市
民
連
　
藤
原
勝
子
　
議
員
　﹀

　
　
児
童
虐
待
に
歯
ど
め
を
か
け

る
た
め
、
早
急
に
﹁
子
ど
も
の
権

利
条
例
﹂
を
制
定
し
、
社
会
意
識

の
向
上
に
努
め
る
べ
き
で
な
い
か
。

　
　
今
後
、
条
例
制
定
に
向
け
、

先
進
事
例
等
に
つ
い
て
の
研
究
を

行
っ
て
い
き
た
い
。

︿　
無
所
属
　
草
島
守
之
　
議
員
　﹀

　
　
国
の
経
済
危
機
対
策
に
関
し
、

そ
の
内
容
と
効
果
に
つ
い
て
聞
き

た
い
。

　
　
今
回
の
交
付
金
は
、
身
近
な

公
共
施
設
の
補
修
な
ど
に
活
用
し
、

市
民
生
活
の
向
上
や
雇
用
創
出
な

ど
、
地
域
へ
の
経
済
効
果
の
波
及

を
期
待
し
て
い
る
。

︿　
市
民
連
　
渡
辺
慶
藏
　
議
員
　﹀

　
　
第
４
期
介
護
保
険
事
業
計
画

に
、
中
部
地
区
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
を
新
設
予
定
と
あ
る
が
、

場
所
及
び
時
期
を
聞
き
た
い
。

　
　
同
セ
ン
タ
ー
は
、
同
地
区
北

部
に
22
年
４
月
を
め
ど
に
開
設
す

る
こ
と
と
し
て
い
る
。

︿　
清
風
会
　
続
木
敏
博
　
議
員
　﹀

　
　
中
心
市
街
地
の
再
開
発
事
業

と
旧
旭
小
学
校
跡
地
の
用
途
地
域

変
更
は
、
整
合
性
が
図
ら
れ
て
い

る
の
か
。

　
　
用
途
地
域
変
更
に
伴
う
民
間

開
発
は
、
新
た
な
人
の
流
れ
を
生

む
こ
と
が
期
待
さ
れ
、
整
合
性
が

図
ら
れ
る
と
考
え
て
い
る
。

︿　
阿
音
ク
　
松
永
征
明
　議
員
　﹀

　
　
市
が
将
来
、
ど
の
よ
う
な
ま

ち
づ
く
り
を
す
べ
き
か
把
握
す
る

た
め
、
包
括
的
な
合
併
検
証
を
実

施
す
べ
き
で
な
い
か
。

　
　
合
併
時
に
目
指
し
た
ま
ち
づ

く
り
の
そ
の
後
の
経
過
を
今
年
度

し
っ
か
り
と
検
証
し
、
今
後
の
市

政
運
営
に
生
か
し
て
い
き
た
い
。

︿　
共
産
党
　
梅
津
則
行
　議
員
　﹀

　
　
市
の
助
成
を
受
け
た
企
業
で
、

事
業
承
継
に
よ
る
転
籍
後
に
、﹁
雇

い
ど
め
﹂
を
さ
れ
た
人
が
い
る
と

聞
い
た
。
こ
れ
を
ど
う
受
け
と
め

る
か
。

　
　
事
前
に
面
接
、
通
知
な
ど
所

定
の
手
続
を
行
っ
た
と
聞
い
て
お

り
、
基
本
的
に
は
企
業
の
管
理
運

営
事
項
と
考
え
て
い
る
。

︿　
公
　
明
　
秋
田
慎
一
　議
員
　﹀

　
　
地
震
・
津
波
被
害
発
生
の
度

合
い
が
高
い
釧
路
市
で
も
、
﹁
被

災
者
支
援
シ
ス
テ
ム
﹂
を
導
入
す

べ
き
で
な
い
か
。

　
　
整
備
費
や
運
用
管
理
な
ど
把

握
す
べ
き
事
項
が
あ
る
た
め
、
導

入
し
て
い
る
自
治
体
の
状
況
を
調

査
・
研
究
し
て
い
き
た
い
。

︿　
共
産
党
　
石
川
明
美
　議
員
　﹀

　
　
現
下
の
厳
し
い
雇
用
情
勢
か

ら
、
緊
急
雇
用
対
策
委
員
会
を
立

ち
上
げ
る
べ
き
で
な
い
か
。

　
　
近
く
設
置
の
市
役
所
円
卓
会

議
の
中
で
、
雇
用
対
策
を
重
要
な

テ
ー
マ
と
位
置
づ
け
、
さ
ま
ざ
ま

な
視
点
か
ら
検
討
し
て
い
く
。

︿　
市
民
連
　
千
葉
光
雄
　議
員
　﹀

　
　
㈱
ま
ち
づ
く
り
釧
路
が
主
体

的
に
進
め
て
い
る
、
中
心
市
街
地

活
性
化
の
再
開
発
事
業
調
査
に
対

す
る
支
援
体
制
を
聞
き
た
い
。

　
　
補
助
制
度
の
活
用
の
検
討
や
、

各
種
許
認
可
を
円
滑
に
進
め
る
た

め
の
関
係
機
関
と
の
調
整
な
ど
を

行
っ
て
い
き
た
い
。

︿　
市
政
ク
　
土
岐
政
人
　議
員
　﹀

　
　
阿
寒
川
河
口
付
近
の
保
安
・

保
全
に
つ
い
て
、
今
後
の
方
向
性

を
聞
き
た
い
。

　
　
河
川
管
理
者
で
あ
る
道
は
、

現
在
、
整
備
に
向
け
た
計
画
策
定

に
着
手
し
て
お
り
、
年
度
内
に
地

域
の
方
々
と
協
議
し
、
計
画
を
ま

と
め
る
予
定
で
あ
る
。

︿　
共
産
党
　
村
上
和
繁
　議
員
　﹀

　
　
昭
和
中
央
土
地
区
画
整
理
事

業
に
対
し
、
市
と
し
て
、
新
た
な

支
援
も
含
め
、
一
般
組
合
員
の
負

担
に
頼
ら
な
い
解
決
に
向
け
て
指

導
す
べ
き
で
な
い
か
。

　
　
資
金
的
な
支
援
に
つ
い
て
は
、

ル
ー
ル
に
基
づ
い
た
助
成
等
も
既

に
実
行
し
て
お
り
、
民
間
の
経
済

行
為
へ
の
個
別
対
応
は
難
し
い
。

問答

質

疑

・

一

般

質

問

６
月
１７
〜
１９
日
　
質
問
者
　
１５

人

本
　
会
　
議

問答問答問

答問答問答

問答

問答

問答

問

答問答問答

問答

合併を契機に建てられた阿寒湖まりむ館

地域住民に親しまれていた当時の阿寒川河口付近

問

問答 答

※

※
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　議会は、市民の代表機関・議決機関として市政の幅広い分野にわたって審議・決定を行うほか、行政を市民

の立場から監視（チェック）しています。

　分権時代においては、住民ニーズの多様化と相まって、住民の負託にこたえるための専門的知識が必要とさ

れ、特に、不断の調査研究活動が求められています。

　政務調査費は、これら議会の役割を果たし、議員活動を充実させる経費の一部として、市の条例により制度

化されているものであり、各会派または無所属議員に対し、１人当たり月額４万円（年額48万円）を交付して

います。

　なお、交付額と実績額に差額が生じた場合は市に返還し、不足した場合には各会派または無所属議員で負担

をしています。

特集記事

政務調査費の役割とは…

会派別集計表

使途項目別割合

2,880,000

2,400,000

3,120,000

1,920,000

1,920,000

1,920,000

960,000

480,000

480,000

40,000

2,849,941

2,138,697

2,954,608

1,581,222

1,937,454

1,796,127

630,610

380,715

118,994

14,380

30,059

261,303

165,392

338,778

−

123,873

329,390

99,285

361,006

25,620

99.0

89.1

94.7

82.4

100.0

93.5

65.7

79.3

24.8

36.0

研究研修費、調査旅費　等

調査旅費、事務費　等

研究研修費、調査旅費　等

広報費、資料購入費　等

調査旅費、事務費　等

事務費、広報費　等

調査旅費、その他経費　等

調査旅費、研究研修費　等

調査旅費、研究研修費　等

資料購入費

市民連合議員団

公明党議員団

くしろ自民クラブ

日本共産党議員団

自由新政クラブ

阿寒音別クラブ

市政クラブ

(無所属)二瓶雄吉

(無所属)藤原　厚

(無所属)草島守之

（6）

（5）

（5）

（4）

（4）

（4）

（2）

実績額（円） 差額（円） 執行率（％） 主な使途項目交付額（円）
項　目

会�派�名

※１：現「清風会」。交付額は会派人数の変更により、変更後の金額を記載。
※２：無所属議員となった日（平成21年２月12日）の翌月以降の月数分が交付額。

（　）は、会派人数

　平成20年度分の収支報告書

と出張報告書を市のホームペ

ージに掲載しています。市役

所１階の市政情報コーナーで

は、領収書の写しも含めて公

開していますので、ご利用く

ださい。

　利用時間は午前８時50分か

ら午後５時20分までです。

（土・日、祝日、年末年始を

除く。）

※１

※２

研究研修費�３１％

その他経費�１％

調査旅費�４０％

事務費�１５％

広報費�８％

資料購入費�５％

平成20年度 政務調査費を公表します平成20年度 政務調査費を公表します平成20年度 政務調査費を公表します
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　５月７〜８日、25日の臨時会で、各委員会の委員及び正副委員長の選任、各組

合議会議員の互選が行われるなど、新しい議会構成が決まりました。

新 議 会 構 成

委 員 会 の 構 成

会派構成（5月25日現在）

会 長
副 会 長
幹 事 長
副幹事長･会計
相 談 役
相 談 役

団 長
副 団 長
幹 事 長
副幹事長･会計
副幹事長

会 長
会長代行
副 会 長
幹 事 長
政調会長・会計監事

黒 木 　 満
続 木 敏 博
　 橋 一 彦
菅 野 　 猛
笠 井 龍 司

日本共産党議員団
（４人）

団 長
副 団 長
幹 事 長
副幹事長

石 川 明 美
大 森 昌 子
梅 津 則 行
村 上 和 繁

自由新政クラブ
（４人）

相 談 役
会長・会計責任者
幹 事 長

西 　 直 行
山 崎 　 晃
戸 田 　 悟
畑 中 優 周

阿寒音別クラブ
（４人）

会 長
幹 事 長
政調会長
会 計

松 永 征 明
本 城 　 洋
曽我部元親
鶴 間 秀 典

市政クラブ
（２人）

会 長
幹事長・会計

宮 下 健 吉
土 岐 政 人

無所属

二 瓶 雄 吉
藤 原 　 厚
草 島 守 之

清風会
（５人）

上 口 智 也
逢 坂 和 子
月 田 光 明
秋 田 慎 一
松 橋 尚 文

公明党議員団
（５人）

渡 辺 慶 藏
酒 巻 勝 美
佐 藤 勝 秋
宮 田 　 団
千 葉 光 雄
藤 原 勝 子

松 永 征 明

宮 田 　 団

続 木 敏 博

草 島 守 之

月 田 光 明

西 　 直 行

藤 原 　 厚

村 上 和 繁

佐 藤 勝 秋

◎

○

市民連合議員団
（６人）

財 政 経 済
常任委員会
（９人）

　 橋 一 彦

石 川 明 美

笠 井 龍 司

月 田 光 明

曽我部　元親

畑 中 優 周

宮 下 健 吉

村 上 和 繁

佐 藤 勝 秋

◎

○

石 炭 対 策
特別委員会
（９人）

戸 田 　 悟

松 橋 尚 文

笠 井 龍 司

曽我部　元親

宮 下 健 吉

石 川 明 美

渡 辺 慶 藏

二 瓶 雄 吉

◎

○

建　　　設
常任委員会
（８人）

宮 田 　 団

秋 田 慎 一

笠 井 龍 司

本 城 　 洋

土 岐 政 人

西 　 直 行

村 上 和 繁

◎

○

議 会 広 報
特別委員会
（７人）

逢 坂 和 子

本 城 　 洋

黒 木 　 満

秋 田 慎 一

土 岐 政 人

山 崎 　 晃

梅 津 則 行

酒 巻 勝 美

◎

○

民 生 福 祉
常任委員会
（８人）

◎は委員長

○は副委員長

その他の委員

は議席番号順

畑 中 優 周

菅 野 　 猛

　 橋 一 彦

鶴 間 秀 典

大 森 昌 子

上 口 智 也

藤 原 勝 子

千 葉 光 雄

◎

○

総 務 文 教
常任委員会
（８人）

佐 藤 勝 秋

土 岐 政 人

笠 井 龍 司

秋 田 慎 一

戸 田 　 悟

鶴 間 秀 典

梅 津 則 行

酒 巻 勝 美

◎

○

議 会 運 営
委 員 会
（８人）

菅 野 　 猛

秋 田 慎 一

本 城 　 洋

大 森 昌 子

山 崎 　 晃

宮 下 健 吉

二 瓶 雄 吉

釧 路 公 立 大 学
事務組合議会議員
（７人）

畑 中 優 周

二 瓶 雄 吉

釧路広域市町村圏
事務組合議会議員
（２人）

松 永 征 明

藤 原 　 厚

釧路白糠工業用水道
企 業 団 議 会 議 員
（２人）

続 木 敏 博

黒 木 　 満

松 橋 尚 文

戸 田 　 悟

鶴 間 秀 典

土 岐 政 人

梅 津 則 行

藤 原 勝 子

二 瓶 雄 吉

釧路広域連合
議 会 議 員
（９人）

・
監査委員

月 田 光 明

・
農業委員会委員

菅 野 　 猛

曽我部　元親

山 崎 　 晃

佐 藤 勝 秋

釧路市議会から選出した

組 合 議 会 議 員（議席番号順）

人 事 案 件

・
都市計画審議会委員

松 橋 尚 文

戸 田 　 悟

・
民生委員推薦会委員

逢 坂 和 子

附属機関委員
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※
ＡＥＤ（自動体外式除細動器）とは、心臓がけいれんし、血液を流すポンプ機能を失った状態（心

　室細動）になった心臓に対して、電気ショックを与え、正常なリズムに戻すための医療機器。

高
度
化
事
業
の
継
続
に
向
け

各

方

面

へ

の

周

知

を

研

究

　
産
炭
国
石
炭
産
業
高
度
化
事
業

の
継
続
に
向
け
た
要
望
行
動
に
お

い
て
は
、
同
事
業
が
国
際
貢
献
に

資
す
る
国
益
に
か
な
っ
た
事
業
で

あ
る
こ
と
を
よ
り
広
く
周
知
し
て

い
く
べ
き
で
あ
る
。
例
え
ば
、
石

炭
産
業
に
関
す
る
国
際
的
な
フ
ォ

ー
ラ
ム
の
開
催
な
ど
を
国
等
の
関

係
機
関
に
働
き
か
け
る
な
ど
、
同

事
業
の
周
知
を
図
る
こ
と
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
か

と
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

　
理
事
者
は
、
当
面
は
国
の
概
算

要
求
に
向
け
、
力
を
注
い
で
い
く
。

そ
の
先
に
つ
い
て
は
釧
路
コ
ー
ル

マ
イ
ン
㈱
な
ど
と
協
議
を
し
な
が

ら
、
同
事
業
の
各
方
面
へ
の
周
知

を
ど
の
よ
う
に
図
っ
て
い
け
る
か
、

研
究
し
て
い
き
た
い
と
答
え
ま
し

た
。

ガ
ン
ト
リ
ー
ク
レ
ー
ン
収
支
計
画

５

年

を

め

ど

に

随

時

検

証

　
ガ
ン
ト
リ
ー
ク
レ
ー
ン
の
収
支

計
画
の
見
通
し
な
ど
に
つ
い
て
質

問
が
あ
り
ま
し
た
。

　
理
事
者
は
、
使
用
料
収
入
の
基

礎
と
な
る
貨
物
量
に
つ
い
て
は
、

釧
路
港
湾
協
会
が
推
計
し
た
潜
在

的
貨
物
量
を
基
礎
に
算
出
し
た
。

ま
た
、
維
持
管
理
費
で
は
、
同
ク

レ
ー
ン
の
耐
用
年
数
を
17
年
で
設

定
し
、
製
作
会
社
か
ら
の
聞
き
取

り
に
よ
り
、
部
品
代
や
定
期
点
検

費
用
な
ど
を
計
上
し
て
い
る
。
な

お
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
人
件
費
は

使
用
者
側
で
用
意
す
る
た
め
含
ま

れ
て
い
な
い
。
今
後
、
ポ
ー
ト
セ

ー
ル
ス
等
で
貨
物
が
集
ま
る
よ
う

努
力
す
る
と
と
も
に
、
５
年
を
め

ど
に
他
港
の
状
況
や
貨
物
の
推
移

も
見
な
が
ら
、
随
時
検
証
を
行
っ

て
い
き
た
い
と
答
え
ま
し
た
。

滞

納

繰

越

分

の

早

期

対

応

１

年

以

内

に

徹

底

徴

収

を

　
市
税
に
係
る
滞
納
繰
越
分
の
収

納
率
が
低
い
こ
と
か
ら
、
預
貯
金

調
査
、
給
与
照
会
、
差
し
押
さ
え

を
早
期
に
実
施
す
べ
き
で
な
い
か

と
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

　
理
事
者
は
、
滞
納
繰
越
分
を
１

年
以
内
に
徹
底
徴
収
す
る
こ
と
は

重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
今
年
度
は
よ
り
取
り

組
み
を
早
め
、
前
年
度
未
納
者
の

う
ち
約
２
千
500
件
に
対
し
、
６
月

23
日
付
で
一
斉
催
告
を
文
書
に
て

行
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
納
入
意
思

の
な
い
場
合
は
適
宜
差
し
押
さ
え

を
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。
21
年

度
課
税
分
に
つ
い
て
も
、
翌
年
度

以
降
に
滞
納
繰
り
越
し
さ
せ
な
い

こ
と
が
基
本
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

こ
れ
ま
で
以
上
の
早
期
対
応
に
努

め
て
い
き
た
い
と
答
え
ま
し
た
。

市

内

の

全

小

学

校

に

Ａ

Ｅ

Ｄ

の

早

期

配

置

を

　
地
域
活
性
化
・
経
済
危
機
対
策

臨
時
交
付
金
を
活
用
し
て
、
市
内

の
全
中
学
校
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
配
置
す

る
と
の
補
正
予
算
案
は
評
価
し
た

い
。
し
か
し
、
小
学
校
へ
の
配
置

予
定
が
見
送
ら
れ
た
こ
と
に
対
す

る
見
解
を
聞
き
た
い
と
の
質
問
が

あ
り
ま
し
た
。

　
市
長
は
、
中
学
校
に
は
部
活
動

が
あ
り
、
成
長
期
で
活
発
に
行
動

す
る
な
ど
、
よ
り
身
体
に
負
担
が

か
か
る
時
期
の
子
供
た
ち
が
通
学

し
て
い
る
こ
と
を
考
慮
し
、
中
学

校
か
ら
先
に
配
置
す
る
こ
と
と
し

た
。
小
学
校
に
つ
い
て
も
、
子
供

た
ち
の
安
全
確
保
や
避
難
場
所
と

し
て
使
用
さ
れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

早
急
な
配
置
は
必
要
だ
と
考
え
て

お
り
、
今
後
早
期
導
入
に
向
け
て

努
力
し
て
い
き
た
い
と
答
え
ま
し

た
。

合
併
処
理
浄
化
槽
の
整
備
に
向
け

無
利
子
融
資
制
度
の
創
設
を
検
討

　
合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
意
向

に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
お

い
て
、
設
置
費
等
の
費
用
負
担
の

軽
減
を
求
め
る
意
見
が
多
い
。
環

境
問
題
の
視
点
か
ら
も
、
既
に
水

洗
化
し
て
い
る
世
帯
と
同
程
度
の

負
担
に
よ
る
整
備
を
検
討
で
き
な

い
か
と
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

　
理
事
者
は
、
確
か
に
費
用
負
担

は
重
い
と
の
認
識
は
あ
る
が
、
現

在
、
下
水
道
整
備
計
画
区
域
外
の

地
域
に
お
け
る
公
共
用
水
域
の
水

質
面
に
問
題
が
な
い
た
め
、
助
成

額
は
浄
化
槽
設
置
に
よ
る
水
質
汚

濁
防
止
相
当
分
と
し
て
国
が
示
し

て
い
る
額
と
し
た
い
。
負
担
軽
減

策
と
し
て
は
、
設
置
費
や
ト
イ
レ

改
造
費
に
係
る
無
利
子
融
資
斡
旋

制
度
の
創
設
を
合
わ
せ
て
検
討
し

て
い
き
た
い
と
答
え
ま
し
た
。

４
常
任
委
・
１
特
別
委

委
員
会
審
査

高度化事業継続に向けた要望行動

西港第3埠頭に設置中のガントリークレーン

ＡＥＤ（自動体外式除細動器）

６
月
２２
〜
２５
日

※

石
炭
対
策
特
別
委
員
会

建
設
常
任
委
員
会

財
政
経
済
常
任
委
員
会

総
務
文
教
常
任
委
員
会

民
生
福
祉
常
任
委
員
会
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◎議会を傍聴しませんか／市政を知る良い機会です。個人・団体などで、お越しください。
　次の９月定例会は、９月９日D午前10時からの予定です。

　
釧
路
市
議
会
森
林
・
林
業
・
林

産
業
活
性
化
推
進
議
員
連
盟
︵
会

長
　
藤
原
　
厚
議
員
︶
の
定
期
総

会
を
６
月
26
日
、
本
会
議
場
で
開

催
し
ま
し
た
。
総
会
で
は
、
20
年

度
の
事
業
報
告
や
決
算
報
告
、
21

年
度
の
活
動
計
画
案
や
予
算
案
な

ど
を
承
認
し
ま
し
た
。

　
全
国
市
議
会
議
長
会
総
会
で
８

名
の
議
員
が
表
彰
さ
れ
、
６
月
定

例
会
に
先
立
ち
、
議
長
か
ら
表
彰

状
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

︿
議
員
在
職
15
年
以
上
﹀

草
島
守
之
議
員
　
大
森
昌
子
議
員
　
山
崎
　
晃
議
員


藤
原
　
厚
議
員
　
酒
巻
勝
美
議
員
　
佐
藤
勝
秋
議
員

渡
辺
慶
藏
議
員
　
藤
原
勝
子
議
員

　　
６
月
１
日
に
前
伊
賀
市
議
会
事

務
局
長
の
前
田
裕
三
氏
を
講
師
に

招
き
、
伊
賀
市
議
会
に
お
け
る
議

会
基
本
条
例
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
６
月
定
例
会
分
か
ら
、
本
会
議

で
の
質
疑
・
一
般
質
問
等
の
録
画

中
継
を
開
始
し
ま
し
た
。
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ア
ク
セ
ス
し
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　
本
号
か
ら
、
私
た
ち
が
編
集
に

携
わ
り
ま
す
。
わ
か
り
や
す
い
紙

面
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す

の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
︵
委
員
名
は
４
面
に
︶

備品取得　パーソナルコンピュータ（20,444,550円）

平成21年第２回５月臨時会審議結果

市 長 提 出 議 案

工事請負　湖畔小学校第１期建築主体工事（297,570千円）

21年度補正予算　一般会計（58,235千円、総額96,349,036
千円）

市
民
連
合
議
員
団

（6）

清

風

会

（5）

公

明

党

議

員

団

（5）

日
本
共
産
党
議
員
団


（4）

自
由
新
政
ク
ラ
ブ

（4）

阿
寒
音
別
ク
ラ
ブ

（4）

市

政

ク

ラ

ブ

（2）

藤

原

　

厚

議

員

草

島

守

之

議

員

審
　
議
　
結
　
果件 　 名

会 派 名

　ま た は

無所属議員名

（　）は議員数

○賛成　×反対

可 決○○○○○○○ ○○

平成21年第３回５月臨時会審議結果
市 長 提 出 議 案

一部改正条例　釧路市職員の給与に関する条例及び一般
職の任期付職員の採用等に関する条例

○賛成　×反対

可 決○○○○○×○ ○○

※　現在、無所属議員は３名であるが、二瓶議長は採決に加わっていないため、２名の氏名のみ記載している。

監査委員提出 完　了

否 決×××××○×××

完　了

監査報告書／例月現金出納検査報告書（１〜３月分）

生活保護の母子加算の復活を求める意見書

可 決○○○○○○○○○

同 意○○○○○○○○○

可 決○○○○○×○○○

可 決○○○○○○○○○

可 決○○○○○○○○○

意見書

制定条例　釧路市福祉給付金条例条 例

可 決○○○○○○○○○

可 決○○○○○×○○○

認定　２路線（緑ケ岡東９線３／緑ケ岡東10線４）市 道

可 決○○○○○○○○○20年度補正予算　一般会計／駐車場事業特別会計

可 決○○○○○○○○○一部改正条例　釧路市税条例及び釧路市都市計画税条例

専 決
処 分

　一般会計（169,687千円、総額96,518,723千円）

人 事

辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定に関する件その他

予 算

条 例

財 産

契 約

条 例

予 算

市 長 提 出

議 会 に 報 告 さ れ た も の

市 長 提 出 議 案

平成21年第４回６月定例会審議結果

議 員 提 出 議 案

専決処分報告３件（訴えの提起〈釧路市奨学金返還金等の長期滞納者に対し支払いを
求める〉１件／交通事故損害賠償額の決定等１件／物損事故損害賠償額の決定等１件）
／20年度一般会計予算繰越明許費繰越計算書／20年度後期高齢者医療特別会計予算繰
越明許費繰越計算書／20年度港湾整備事業会計継続費の繰り越し／20年度港湾整備事
業会計予算繰越計算書／経営状況説明書８件（土地開発公社／西港開発埠頭㈱／㈶市
民文化振興財団／㈶スポーツ振興財団／㈶北斗霊園／㈶公園緑化協会／㈶住宅公社／
㈶釧路根室圏産業技術振興センター）

釧路市税条例等

全国健康保険協会管掌健康保険の財源調整機能の拡充等
を求める意見書

核兵器の廃絶と恒久平和を求める意見書／国直轄事業負
担金に関する意見書

固定資産評価員の選任について同意を求める件（　金達
朗氏）

可 決○○○○○○○○○契 約
工事請負　防災行政無線（固定系）設置工事（釧路地区）
（268,275千円）

可 決○○○○○○○○○財 産

土地取得　千歳町59番１ほか
29,312.48平方メートル（土
地開発公社保有地、478,710,948円）／音羽１番1189
　277,777.21平方メートル（自然環境保全用地、
499,998,978円）

21年度補正予算　老人保健特別会計(51,241千円、総額
89,562千円)／介護保険特別会計(267,979千円、総額
10,618,569千円)／港湾整備事業会計／一般会計
（1,803,168千円、総額98,321,891千円／6月17日追
加提出分）／国民健康保険音別診療所事業特別会計
(2,393千円、総額359,946千円)／下水道事業会計／
市設魚揚場事業会計

一部改正条例　釧路市職員の育児休業等に関する条例／
釧路市手数料条例／釧路市営住宅条例及び釧路市特定
公共賃貸住宅条例

可 決○○○○○○○○○制定条例　町区域の設定等に伴う関係条例の整理に関す
る条例

○賛成　×反対

可 決○○○○○○○ ○○

可 決×○○○○○× ○○

否 決×××××○× ×○

可 決○○○○○○○ ○○

可 決○○○○○○○ ○○
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